
標記について、下記のとおり提出します。

 ①関西８私大現役合格者５名以上。
 ②基礎学力調査（９月）の国数英３教科Ｃ３以上の人数割合を１・２年次で４月実施以上。
 ③「授業アンケート『授業中は、集中して先生の話を聞き、学習に取り組んでいる』」「授業アンケート『興味・
　関心を持つことができた』『知識・技能が身に付いた』」を70％以上。

※（記号説明）大きく上回った（◎）、上回った（○）、達成できず（△）、実施できず（×）

設置が12月末であったため、本事業との関連性は薄くなったが、評価指標として挙げた各項目については以下のと
おり。
　①関西８私大現役合格については、関西大学３名、京都産大５名、近畿大学２名の計10名とうれしい結果であっ
　　た（◎）
　②基礎学力調査については、１・２年とも４月実施時点から成績の伸びが見られず、私大合格レベル(C3)以上の
    人数割合は減少した。（△）
　③12月に実施した第２回授業アンケートでは、『授業中は、集中して先生の話を聞き、学習に取り組んでいる』
　　80.2％、『興味・関心を持つことができた』『知識・技能が身に付いた』73.5％という結果となった。（○）
・機器の導入は時期が遅れたが、年度当初から本事業と関連して取り組んだ授業充実のための努力が多少なりとも
　よい影響を与えた。

・プロジェクター活用の校内研修を１学期の早期に実施し、年度内に全体の３分の１以上の教員が授業で活用する
　状況をめざす。
・授業充実ＰＴを中心に、他校での先進的な取組みに学び、９月をめどに様々な活用例を校内で共有する取組み
　を行う。６月と10月の授業公開週間に、各教科による公開授業・研究授業を行い、授業充実の取組みを継続す
　る。

学校番号 106

自己評価

次年度に向けて

成果の検証方法
と評価指標

        府立渋谷高等学校　

２　確かな学力の育成
（2）「わかる授業・できる授業」をめざした授業改善の取組み
    ア　授業改善に向けた教員研修、研究授業の充実に努める。
    イ　分かりやすい授業を進めるため、ＩＣＴ機器や視聴覚機器の活用を進める。
    ウ　教科ごとの学力の到達目標と達成へのロードマップを策定する。

・これまで講義室３台、移動用４台のプロジェクターを整備してきたが、十分とは言い難い。プロジェクターを積
  極的に授業で活用している教員もおり、ＩＣＴ機器の充実を望む声が上がっている。普通教室にＩＣＴ機器を整
  備することにより、国・社・数・理・英５教科を中心に、教材の視覚化を通して分かりやすい授業を追及する。
・また、総合学習での調べ学習の発表に活用し、生徒の学習意欲を高め、基礎学力のより確実な定着と応用力を備
  えた学力の向上を図る。３年後に、３年当初６割を占める大学進学希望者から、関西難関・中堅８私大現役合格
  15名を実現する。

　全日制の課程

　生徒の学力の充実

・難関、中堅私立大学進学者数の増加
・基礎学力の定着度を測る外部学力調査（ベネッセ・進路マップ実力診断テスト）における生徒学力レベルの向上
・授業アンケートにおける生徒の授業集中度・満足度の向上

　「渋高＋Ｓ！学び充実プロジェクト」

１．事業計画の概要

実施課程名

取り組む課題

評価指標

　計画名

２．事業目標及び本年度の取組み

学校経営計画の
中期的目標

事業目標

 取組みの主担：学び充実プロジェクトチーム「学び充実ＰＴ」
 取組みの実施者：各教科５割の活用を予定

整備した
設備・物品(数量）

取組みの
主担・実施者

本年度の
取組内容

学校経営推進費　評価報告書（１年目）

・学び充実プロジェクトチーム「学び充実ＰＴ」を設置し、パッケージ研修Ⅱと並行して、アクティブラーニング
　の研究と実践、既存のプロジェクターを活用した授業研究を行い、６月、９月、12月に国・社・数・理・英５教
　科による公開授業・研究授業を行った。
・平成27年12月にプロジェクターの設置工事を行い、取扱説明会を12月と１月に２回開催し、多くの教員が参加し
　た。
・設置後の活用状況は、１月末でのべ８名77回の授業で活用、総合学習・ＬＨＲや放課後の補習などでも活用す
　る姿が見られた。
・具体的な取組みとしては、１月の公開授業で４名の教員によるプロジェクターを活用した授業や、３年政治経
　済での生徒による「私の政策提言」というプレゼンテーションがある。書画カメラについては３月納品となった
　ため、次年度からの活用を期すこととなった。

 電子黒板内臓短焦点プロジェクター24台、書画カメラ19台


